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【令和３年度入試の全国の状況（公立）】※数字は「都道府県」の数 

◎推薦入試の実施について（詳細別紙１） 

・全ての学校・学科において実施： ５ 

・一部の学校・学科において実施：２２（奈良県含む） 

・実施していない       ：２０ 

 

○推薦入試について（対象：２７都道府県） ※奈良県は奈良市立一条高等学校のみが該当 

・学力検査･･･実施している（２～３教科）：４（奈良県含む） 

   ･･･実施している（５教科）  ：１  

   ･･･実施していない           ：２２ 

・面接･･･志願者全員に実施している  ：２４ 

   ･･･一部の志願者に実施している：２ 

   ･･･実施していない            ：１（奈良県含む） 

・小論文・作文･･･志願者全員に実施している  ：４ 

       ･･･一部の志願者に実施している：１９ 

       ･･･実施していない            ：４（奈良県含む） 

・実技検査･･･志願者全員に実施している  ：１ 

     ･･･一部の志願者に実施している：２４ 

     ･･･実施していない            ：２（奈良県含む） 

・英語のヒアリングテスト･･･志願者全員に実施している  ：２（奈良県含む） 

            ･･･一部の志願者に実施している：５ 

            ･･･実施していない            ：２０ 

・英語の口述試験･･･志願者全員に実施している  ：０ 

        ･･･一部の志願者に実施している：１３ 

        ･･･実施していない            ：１４（奈良県含む） 

 

◎選抜機会について（詳細別紙２） 

・１回実施している：１１ 

・２回実施している：３６（奈良県含む） 

 

○欠員が生じた場合の補充募集（奈良県の二次募集に相当するもの） 

 ・全ての学校・学科において実施：２８ 

・一部の学校・学科において実施：１３ 

・実施していない       ： ６ 

 

○一括募集・くくり募集 

・実施している ：３７（「奈良県立商業高校の商業４学科をくくり募集」を含む） 

・実施していない：１０ 

２７都道府県（詳細は下記による） 

 

４．１．１９ 

第２回奈良県立高等学校入学者選抜検討委員会 

資 料 ５ 

 

資料３ 
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○多様な入学者選抜の方法等の実施 

・外国語の外部試験（英検等）の結果を用いた選抜 

  実施している ： ６（埼玉、千葉、滋賀、大阪、岡山、福岡） 

実施していない：４１ 

・学力検査や調査書を用いない選抜 

推薦入試で「調査書」を用いない選抜がある ： ０ 

一般入試で「学力検査」を用いない選抜がある：１５ 

一般入試で「調査書」を用いない選抜がある ： ３（奈良県立大和中央高校(定)含む） 

一般入試で両方とも用いない選抜がある   ： ５（奈良県立大和中央高校(通)含む） 

 

○一般入試について（推薦入試以外の選抜、奈良県の特色選抜・一般選抜を含む） 

・学力検査･･･全ての学校・学科において５教科で実施：４０ 

     ･･･学校・学科ごとに異なる教科数で実施 ： ３（奈良県含む） 

     ･･･その他               ： ４（群馬、三重、兵庫、熊本） 

・学校独自問題･･･実施した           ： ９（奈良県含む） 

       ･･･実施していない        ：３５ 

       ･･･実施可能だが実施した学校はない： ３ 

・面接･･･志願者全員に実施している ：１５ 

   ･･･一部の志願者に実施している：３０（奈良県含む） 

   ･･･実施していない      ： ２ 

 

・小論文・作文･･･志願者全員に実施している ： ０ 

       ･･･一部の志願者に実施している：２３（奈良県含む） 

       ･･･実施していない      ：２４ 

・実技検査･･･志願者全員に実施している ： ０ 

     ･･･一部の志願者に実施している：４０（奈良県含む） 

     ･･･実施していない      ： ７ 

・英語のヒアリングテスト･･･志願者全員に実施している ：４３（奈良県含む） 

            ･･･一部の志願者に実施している： ４ 

            ･･･実施していない      ： ０ 

・英語の口述試験･･･志願者全員に実施している ： ０ 

        ･･･一部の志願者に実施している： ７（奈良県含む）  

        ･･･実施していない      ：４０ 

 

○調査書の記入事項について 

・各教科の学習の記録         ：４７（奈良県含む） 

・観点別学習状況           ：３５ 

・特別活動の記録           ：４４（奈良県含む） 

・総合的な学習の時間の記録      ：４６（奈良県含む） 

・行動の記録             ：３７（奈良県含む） 

・スポーツ・文化・社会活動に関する記録：３２（奈良県含む） 
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・ボランティア活動に関する記録    ：３１（奈良県含む） 

・出欠の記録             ：４４ 

・趣味・特技に関する記録       ：１９ 

・進路に関する記録          ：１１ 

・健康状況に関する記録        ：１９ 

・総合所見及び指導上参考となる諸事項 ：２９ 

・その他               ：１８ 

 

○調査書の各教科の学習の記録について 

・第３学年の評定のみ：３ 

・第３学年＋第２学年の評定（比重が均等でない場合を含む）： ３（奈良県含む） 

・第３学年＋第２学年＋第１学年（    〃    ）  ：４１ 

 

○調査書の観点別学習状況について 

 ・各教科について観点を示した欄を設けた        ：３１ 

 ・観点別の状況を文章等で記入する欄（所見欄等）を設けた： ５ 

 ・記入欄は設けていない                ：１１（奈良県含む） 

 

○調査書の信頼を高めるために講じている措置 

 ・各中学校に調査書作成委員会を設置        ：４０（奈良県含む） 

 ・都道府県教委等に調査委員会を設置        ： ２ 

 ・評定の分布等を都道府県教委や高等学校に提出させる：３７（奈良県含む） 

 ・評定の分布等を学校別に公開している       ： ２ 

 ・その他                     ： ５ 

 

○調査書の不登校の者の取扱について （※は奈良県を含む項目） 

 ・中学校長から副申書などの生徒の状況を記載した書類を提出させる･･･全校で実施：１０※ 

                                ･･･一部で実施： １ 

 ・自己申告書を提出させている又は提出することができるとしている･･･全校で実施：２５ 

                                ･･･一部で実施： ２ 

 ・学校以外の場（家庭を含む）における学習状況を調査書に反映する･･･全校で実施： ２ 

                                ･･･一部で実施： １ 

 ・調査書を用いず、学力検査のみで選抜を行う特別な選抜を行う･･･････全校で実施： １ 

                              ･･･････一部で実施： ２ 

 ・調査書の一部（学習の記録や出欠の記録等）を選抜資料としない･････全校で実施： ２ 

                               ･････一部で実施： ３ 

 ・不登校の者が受検しやすい学科や学部を設置している･･･････････････全校で実施： ４※ 

                          ･･･････････････一部で実施： ２ 

 ・その他･････････････････････････････････････････････････････････全校で実施：１２※ 

          ･････････････････････････････････････････････････････････一部で実施： ３ 
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○志願者が定員に満たない場合の対応等について 

 ・定員内でも不合格にする可能性がある       ：３１ 

 ・定員内であれば原則不合格は出さないこととしている：１６（奈良県含む） 

 

○過年度卒業者の受入について 

 ・特別な制度（取扱い）を設けている  ：２６（奈良県含む） 

 ・卒業見込み者と同様の取扱いとしている：２１ 

 

○帰国生徒の受入について 

 ・試験教科を軽減している            ：１５ 

 ・試験教科は同一とし、基礎的・基本的な問題を出題： ０ 

 ・学科試験を実施しない             ： ２ 

 ・一般の入学者選抜と同様に実施         ：２４（奈良県含む） 

 ・その他                    ：２４（奈良県含む） 

 

○帰国生徒に対する入学者選抜の状況 

 ・出題文の漢字にルビを振る ：１０（奈良県含む） 

 ・辞書の持ち込みを許可する ： ２ 

 ・試験時間の延長      ： ８ 

 ・外国語による回答を許可する： ０ 

 ・その他          ：２１（奈良県含む） 

  （例）・協議の上、外国語（英・中・韓・露等）での作文の提出を認める。（北海道）  

・社会に代えて面接、国語に代えて作文を実施（長野）  

・受検生の申請に基づき、志願校と教委で協議の上、特別措置の内容を判断（島根） 

・配慮願により、ルビ振り、試験時間の延長を実施（沖縄）  

  ＜奈良県での取扱＞ 

   「国際」「法隆寺国際」「高取国際」の３校で帰国生徒等特例措置を実施 

   ３校全てで、学力検査「国語」に代わり「作文」を実施。「国際」では、学校独自問題とし

てライティングの検査と英語による口頭試問を実施 

 

○帰国生徒の入学定員枠について 

 ・特別定員枠を設定している学校がある          ：１９（奈良県含む） 

 ・特別定員枠を設定していない（が入学を認める場合を含む）：４４ 

 

○帰国生徒の特別定員枠を設定している場合の帰国後の年数について 

 ・１年程度以内： ２（奈良県含む）  ・５年程度以内：０ 

 ・２年程度以内： ４         ・６年程度以内：２ 

 ・３年程度以内：１０         ・７年程度以内：０ 

 ・４年程度以内： ０         ・定めなし  ：１ 
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○外国人生徒の受入について 

 ・試験教科を軽減している            ：１５ 

 ・試験教科は同一とし、基礎的・基本的な問題を出題： ０ 

 ・学科試験を実施しない             ： １ 

 ・一般の入学者選抜と同様に実施         ：２２（奈良県含む） 

 ・その他                    ：２６（奈良県含む） 

 

○外国人生徒に対する入学者選抜の状況 

 ・出題文の漢字にルビを振る ：１９（奈良県含む） 

 ・辞書の持ち込みを許可する ： ４ 

 ・試験時間の延長      ：１０ 

 ・外国語による回答を許可する： １ 

 ・その他          ：２２（奈良県含む） 

  （例）・社会に代えて作文、理科に代えて面接を実施（群馬） 

     ・県教委作成問題に代わり、当該校作成の外国人生徒等学力検査を実施できる（岐阜） 

     ・学力検査に代えて、日本語基礎力検査を実施（静岡） 

・受検生の申請に基づき、志願校と教委で協議の上、特別措置の内容を判断（島根） 

・配慮願により、ルビ振り、試験時間の延長を実施（沖縄）  

  ＜奈良県での取扱＞ 

   「国際」「法隆寺国際」「高取国際」の３校で帰国生徒等特例措置を実施 

   ３校全てで、学力検査「国語」に代わり「作文」を実施。「国際」では、学校独自問題とし

てライティングの検査と英語による口頭試問を実施 

 

○外国人生徒の入学定員枠について 

 ・特別定員枠を設定している学校がある          ：１７（奈良県含む） 

 ・特別定員枠を設定していない（が入学を認める場合を含む）：４３ 

 

○外国人生徒の特別定員枠を設定している場合の帰国後の年数について 

 ・１年程度以内：０     ・５年程度以内：１ 

 ・２年程度以内：０     ・６年程度以内：６（奈良県含む） 

 ・３年程度以内：５     ・７年程度以内：０ 

 ・４年程度以内：０     ・定めなし  ：２ 

 

○全日制課程の通学区域について 

 ・普通科･･･全ての学校・学科について県内全域から出願できる：２３ 

     ･･･全ての学校・学科について学区を設けている   ：１０ 

     ･･･一部の学校・学科について学区を設けている   ：１４（奈良県含む） 

 ・専門学科･･･全ての学校・学科について県内全域から出願できる：４３(奈良県含む) 

      ･･･全ての学校・学科について学区を設けている   ： ０ 

      ･･･一部の学校・学科について学区を設けている   ： ４ 
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 ・総合学科･･･全ての学校・学科について県内全域から出願できる：４５ 

      ･･･全ての学校・学科について学区を設けている   ： ０ 

      ･･･一部の学校・学科について学区を設けている   ： ２（神奈川、広島） 

 

○定時制課程の通学区域について 

 ・全ての学校・学科について県内全域から出願できる：４６ 

 ・全ての学校・学科について学区を設けている   ： ０ 

 ・一部の学校・学科について学区を設けている   ： １（神奈川） 

 

○県境隣接地域からの入学志願の取扱いについて 

 ・入学志願を認めている：４２ 

 ・認めていない    ： ５（北海道、東京、神奈川、鹿児島、沖縄） 

 

○新型コロナウイルス感染症にかかる受検機会の確保の状況について 

 ・独自の日程・学力検査問題による追検査の実施        ：３３ 

 ・二次募集と同一の日程・学力検査問題による追検査の実施   ：１０ 

 ・独自の日程で学力検査問題以外による追検査の実施      ： ７（奈良県含む） 

 ・二次募集と同位置の日程で学力検査問題以外による追検査の実施： ４ 

 ・全ての高等学校で、原則同一校における複数回の受検機会の確保： ６ 

 ・受検できなかった者に対し、調査書等の書類のみによる選考  ：１６ 

 ・一次募集での無症状の濃厚接触者の受検の実施        ：２２（奈良県含む） 

 ・二次募集での無症状の濃厚接触者の受検の実施        ：２１（奈良県含む） 

 

○新型コロナウイルス感染症にかかる感染対策の状況 

 ・試験会場の清掃                ：４４（奈良県含む） 

 ・試験会場の消毒                ：４４（奈良県含む） 

 ・こまめな換気の実施              ：４６（奈良県含む） 

 ・試験会場への消毒液の設置           ：４５（奈良県含む） 

 ・入学志願者個人が行うべき感染症対策の呼びかけ ：４７（奈良県含む） 

 ・休憩時間の工夫（密集を避けるための時間設定等）：４３（奈良県含む） 

 ・試験会場が密にならないための工夫       ：４３（奈良県含む） 

 ・試験会場入口が密にならないための工夫     ：３７（奈良県含む） 

 ・医療的ケア等が必要な志願者への対応      ：２３（奈良県含む） 

 ・中学校や公共施設等、高校以外を試験会場に使用 ： ４（奈良県含む） 

 ・出願書類の配布時や提出時の工夫        ：１３（奈良県含む） 

 ・オンラインでの面接試験等の実施        ： １ 

 ・合格発表時に密集を避けるための工夫      ：４５（奈良県含む） 


